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《史料紹介》
1ク ラ レ ン・ス製 鉄 所 の 賃 金 台 帳
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1ク ラレンス製鉄所の沿革
ク ラ レ ン ス製 鉄 所(ClarenceIronworks)は,イギ リス 北 東 部 の テ ィ ー ズ川(RiverTees)河 口 に
あ る製鉄所 で あ る(地 図参照)。 ち ょ うどティーズ川 を掠 んで ク リー ヴ ラン ド(Cleveland)地域の重
要工業都 市 ミ'ドル ズブ ラ(Middlesbrough)と相対 している。 この地域は19世紀 中葉以 降,南 ウx
6
ルズや スコッ トラン ドと並びイギ リス鉄鋼業の先進地域 となった典型的工業地帯 である。
ク ラ レ ンス 製 鉄 所 は,1850年 の エ ス トン鉄 鉱 由(EstonMine)の発 見 を契 機 に,・・1853年に ベル ・プ
ラザrズ(BellBrothers)によ り高炉 の建 設が開始 された のが'1`'i矢であちた。翌 年,最 初 の火入れ が
行われ,1番 高炉の操業が開始 されると共に,そ のこ次々と高炉が建設され,1870年代末までには合
計12基の高炉 を擁 す る,イ ギ リス有数 の大製鉄所 へ と発展 した1)。
同製鉄所の歴更 を紐解 く前に,そ の建設を行なったベル ・ブラザーズについて簡単に見ておこ う。
ベ ル ・ブ ラザ ー ズ は そ の 名 の通 り,ロ ウジ ア ン(Lowthian,b・1816-d・1904),トマ 琴(Thρlnas,
b・1817-d.1899),ジョン(John,b・1818-d・1888)とい う3人 の 兄 弟 に よ って1844年に結 成 され 牟
`r、
パー トナ7シ ップであ る。彼 ら(?架親 の トマ ス ・ベル(b.1774-d.1845)覧聯 に製鉄 業 に携 わ,oてお
りLosh,Wilson&Sellとい うパ ー トナ ー シ ッ プ に よ っ て,ニ ュー カ ー ス ル(Newcastle)近くa)ウォ
一 力二
.・オ ン.・タ イ ン(Talker-on-Tyne)で製 鉄 業 を営 ん で い た 。(ち な み に こ の製 鉄 所 の発 展 経 過
亀
.
は次 の通 り・1827年に棒 鉄用圧延機 を設 置 し て・週 に80'》100トンの棒鉄の年産 ・1833年にパ ドル炉
戸
を導入 して精 錬-程 へ 導 出。1842年に高炉 を建課 して・一 貫製鉄所 へ と発展)。長 男の ロウジ アン.は
1835に この製鉄所 に入 り・、主 に高炉 部門で働勘、てい た2)・
その'1849年に,ロ ウジ ア諸 ・ベル は先の2兄 弟 と共 にパ ー トナー シ ップ を結 び,ベ ル ・ブラザー
ズ と・レて同 じ くニ ュ肝 カー スール近傍 の ワイ ラム(Wylam)で高炉 を貸借 し,製 鉄業 を開始 した。そ し
置
て1853年に新 しく製鉄所 を建設するためにクラレンスに高炉 を建設しなのである。
クラレンスでの事業}ま順調に進展 し・既に1873年までには8基 の高炉を建設 していた。だが同年 に
新 た にNewSide・Furnacesとし てNos・9,10・11・12の4基の高 炉 建 設 に着 手 した(図 参 照)3)。また
この 年 に は ・、Los転,Wilson・&Bellのパ ー トナ ー シ ッ プか らWalker製 鉄 所 奪買 収L,ベ ル ・プ ラザ
L,1
☆本学経営学部助教授
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_ズ ゐ所 有 とした。 ワイ ラム製鉄所 ほ1863年に既 に閉鎖 していたが,ク ラレンヌ,ウ ォー カー とベル
.■
・ナ ラザー ズは2製 鉄所 を所 有す るこ とにな った。(そ の後ぼ どな く,ウ ォー カー製鉄所 は18ク5年に
∈
閉鎖 。)4物11えて,こ の年 にベ ル ・プラザーズはパー トナーシ ップ参 ら株式会 社(私 会社)に 組織 変更
してい る・㌔
順 調 に発展 してきた 薗ル ・ブ ラザニ ズ(ク ラ レンス製 鉄所)・は1870年代 には ク リー ヴラ ン ド地域の
み姦 ら守イ牟 リス屈指の大製鉄企業 となった。 とりわけ長男の ロウジアン ・ベルはイギ リス製鉄業全
体 の 有 ブ堵 とな り,イ ギ リス鉄 鋼 協 会(1・ ・n・・dSteell・・tit・t・)0)会長(1873-75年)や,イ ギ リ
ス難 船 会(B・i・i・hI…伽d・Ass・・i・・i・n)の飯(1875年)等 々 を歴任 した・耀 し嘩}縞
.'噛
炉のみで鋼を生産 してはいなか ったので,1889年に鋼製造に乗 り出 したがこの分野では好成績 を収め
るこ とはZき な か6た6)。 一方,同 じく北東部 の大鉄 鋼企業 で あ った ドー マン ・Uン グ(Dorman
Long)社は高炉 をもたず単純平炉製鋼企業であったため,ク リーヴラン.rの含燐鉄鋼石を鋼生産に利
用ずる実験を1890年代に種 々試み七いた。含燐鉱石が ら銑鉄を生産するベル ・ブラザーズとその銑鉄
1=P翠F5・'
を利 用 して鋼 生産 を行 お う.と'する ド」マン ・ロン;グ両社 の利 害が ここにおいてL致 し,ド ー マン ・'ロ
「
'、i
、
シゲ とベル ・プ ラザ 両ズは生産 と資本 め両面で提携関係 にス るこ とにな「つた(1899年)7)。層
曹
資本 の面 では,ベ ル ・ブ ラザー ズの普通株6万 株の 内,半 数 の3万 株 を ドー マン ・・ロングが所 有 し,
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代 リにペルー族 は ドー マン ・ロング社 の株 式 を所 有す るこ とに なった。生産 の面 で は,ク ラレ ンス製
鉄所の中 に'ドー マ ン ・ロン グが製鋼工場 ・圧 延所 を建設 し,ベ ル ・ブ ラザー ズの高炉 か ら出 て くる銑
鉄を製鋼工場でスチールに精錬ずることになった(図参照)。(左側の8基 のBLASTFURNACES.が
01dSideであ り,REPAIRIN(}SHOPを挟 んで右 側のBLASTFURNACESがNewSide,上 方
にSTEELWORKS'が あ り,右 下 にROLLINGMILLSが ある。)さ らに1902年にな ると,ベ ル ・
ブラザー ズ と ドー マン ・ロングの関係 は よ り緊密化 し,ド ー マン ・ロン グはベル ・ブ ラザー ズのほぼ
…
100%の普通株 を取得 し(G:万株 の内59880株),それ と見返 りにペルー族 に相 当分 の ドーマ ン ・ロン
グ社ρ株式が与 えられた。.また ド』マン ・ロンぞ社の取締役会会長にはロウジアンが就任した(≧ だ
し ロウジアンはが な りの高 齢 で あ ・り,'名誉職 的 で.あった)。こ う'してベル ・ブ ラザー ズは完全 に ド一
画
、 、
マ ン ・ロング社 の子会社 とな り,Lクラレンス製鉄 所 は ドーマン ・ロング ・グルー プの傘 下に入 ったの
である8》。.;:
そ の後,ド 」 マ シ ・C2ング は拡 大1を続 け,ベ ル ・ブ ラ'ザー ズ 以 外 に もCa止hon,NorthpasternStee
C・璽pany,B・Sam"e・1・nなどの子会社 を擁iする一 大鉄鋼 グルー プに成 長 した"そ こで これ らの分散 し
た子:会鱗 を擁 す るた め・ ・923塙 刀2口 に上記 の 好 会棚 醗 的瀞(・ ・1・n…yhq・量d・・i?・)
…
を 行
、い ・・ ド ー マ ン ・ ロ ン グ に 合 併(amalgamation)さ れ る こ と に な っ た0従 っ て ク ラ レ ン スCは}歪
ドーL7ン・ロン グの一工場 とな ったの であ る9)。i,・
}
こρ ゆ な遡 を辿ってきた クランンス製鉄所は1926年に鎮 鞭 ったゼネラル ・ス'トライキの
ζ
洗礼iを受 けたが,1927年には生産活動 を軌 道 に乗 せ る と.とに成功「して'いたC以 宇に:分析 ナる ク ラvン
ス製鉄所の賃金台帳(1927年1月2目～1月29日まで)はこうした背景 の下で作成 きれた記録 である。
皿 賃金台帳の分析
`
～
この小稿 で分析 す る賃 金台帳WageBooksは ク リー ヴラン ド州記録 保管所(Cleveland.、County
RecordOff三ce)に所蔵 され ていた史 料で ある。史料 の状 態は かな り悪 く,ひ ど く損 傷 してv・るが,:そ
の一部分を著者が昨年夏に筆写し,整理 した結果が表1で ある。
周知 の よ うに,給 与 には俸給(salary)と賃 金(wage).の2種類 があ る。salaryは通常,管 理 職や
事務職,い わゆるホワイ ト・カラーに対 して支払われるもので月給制が原則である。また年俸契約を
す ることが 多い・ この種 のSalaryBookは本社 が管理す るこ とが 多 く(特 に管理 職,本 社事務 職 の
場 合),保 存 も比較的 良性 で残 存 してい るケー ス も比較的 目に つ く。筆者 も ドーマ ン ・ロン グ社 に関
'
す る詳 細なSalaryBookを手に入れ る ことが で きた。 しか し,現 場労働者,そ れ も下位 の労働者 に
関ず るwageの記録 は中 々手 にいれ るこ とが困難 であ る。 とい うの も,19世紀 には こ うした労働 者は
間接雇用 されていることが多 く,本社はその種の労働者を直接管理せず,従 って賃金支払にもほとん
…
どダッチ してい ない ご とが多 か ったか らで ある。 また,直 接 雇用 とな ってか らも本社 では な く現 場の
}
製鉄所がそれぞれ現業労働者 を管理 したと思われ るので,そ の点か らも史料が散逸 し易い状況にあっ
た。厭 で誠 らの給与が齢 であり戸 戸俸ではなかったことも鋤 搬 と織 で才巴擬 騰 に長
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備 考:a単 位 は £,S,d。b1927}=1
噛'あ と2組 あ り
,
～]29日に終 る9
人数 はそれ ぞれ27名と31名な ので,
週間分の合計。
33十27十31十92十
ekeepers…metalcarriersま.での 組 合 せ が
3十3 =189:名と な る 。
、
・
ク ラ.レンス
『
..製 鉄 所 に は,.高 炉.No.8に
. 幽.
-
7加 え て
,FurnaceNq.2と FurnaceCの合計3基 の高炉が稼動 し
.
ていた。
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いる。以上の点から,こ のクラレンス製鉄所 の賃金台帳には少ながらぬ意義があると考えられる。
さて,そ れでは表1に 目を転 じてみ よう。この賃金台帳は週ごとに各職種 ごとの賃金を記録 したも
のであ.る。記録 された労働者はクラレンス製鉄所 の8番 高炉での作業に従事 し て お り(この高炉は
1
OldSideFurnacesに属 し てV・る),総 労 働 者 数 は242名 で あ っ た 。 こ の242名 は 大 き く分 け る と,
keepe}sか ら ・metalcarriersま・で が3集 団,c,stovesか らyard&slagcranesま で が1集 団;slag
tippersどslagladleoilersが1集団,そ れ に蒸 気 機 関 部 が加 わ り,全 体 が4部 に 分 け ちれ て い た 。
まず 最初 の グル ー プか ら見 て い くと,keepersからmetalcarriersまで の11職 種 に わ た って この グ
ル ー プ で は33名 の 労働 者 が 働 い てい た 。 た だ し,orefiUersとmetalcarrierは員 数 外 と な っ て い
・
'
る。YVの理 由は,こ れ ら2つ の職種が相対 的 に重要 で な く(つ ま り補 助的職 種 であ り),.また 独立 し
ていつで も必要 とされ る仕事 で はなか ったた め と推 定 され る。
ところで,こ .うした作業 グル ー プはあ と2紐 あ り,(表1では これ ら2組 は省略 され て い る),,、職種
は同一 で各 々27名,31名の労働者 を擁 してい た。 お そ らくこれ ら3組 の関係 は,当 時高炉操 業が3交
代で行われ一モ 言 うまでもな く高炉は途中で止め一ることはできない 朝番 轟轟 夜番のタ.ヲに交
互に担当 していたか らと思われる。・・'
≡
これ に 対 じ,て,c.stoves以下yarn&slagcranesまで は14iあ り,合 計 で92名 とか な り,多数 の
労働 者 が い た。 た だ し,こ の職 場 に もbreaker王ne聖},plgbedcranesのよ うな計 算 に い れ られ てい な
曹
い職種 が あ っ'た。pigbedcranesは常時…必要 と され て いないか,も し くは重 要 でないた めに員数外 と
され,ま た レreakermenはもは や 必 要 と され な くな った 職 種 か も知 れ な い(と い うの も,breakermell
の賃金は刀合計にも全 く計上 されていない)。この部門は職種か ら考 えて,8番 高炉 の 作業の中,交
代す る必 要 のな い,言 い換 えれば,1日 に1回(1turnorlshift)作業 すれ ば よい仕事場 で あろ う。
それ故,1組 だ けで十分 なので ある。
9
さらに,ヌ:ラグ(鉱 津)部 門 には6名 の労働者 がお り,以 」三を合 計 す ると,33十27十31十92十6=
189名の製銑 部門労働者 がいた こ とにな る。
以上 に加 えて,蒸 気機 関部(lgcomotives)に53峯の労働者 がお り,総 合1{'で242名の労働者藁 員
数外の労働者を加 えれば,こ れより若干多 くなる一 が8番 高炉で作業 していたことになる。ちなみ
に,ク ラ レンス製鉄所 には全 部 で12基の高炉 が あったが,賃:金台帳か ら判 断す る と,8番 高炉以外 に
も2番 高 炉,'C番高炉,従 って少 な く ともあ と2基 の高炉が 同製鉄所 で稼動 していた ことが判 る。
さて,賃 金は職種 ご とにその週 の労 働者数(men),週 の労働 「1(days),その週 に支 払 われた賃 金
額がa"C録され,さ らに第2週,3週,<;週 も全 く同様 に記録 され(表1で は省 略),最 後 に そ の月 の
支払額が記入されている。1
この賃金台鰻からまず判 ることは次の2点 である。第一に,賃 金はこの段階では基本的には出来高
ではな く,標準賃率に労働 日数 を掛けて;算出 されていると推測 され ること,すなわち労働者は出来高
給労働 者(pi・q母・ate.V・・k・)ではな く,1・網 結労 瀦(d…lw・ 必ker)謡 った と と一で ある悌 二亀=,
に,ほ とん どすべての労働者 が直接雇用 にな ってい る'と推測 され る点 で ある。 も とよ り,製 銑工程 は
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圧延工程などと比べて,従来からも出来高給や間接雇用が比較的少ない部門と言われてきたが,そ の
事実 が ここで も確 認でき るのである。
以 下では個 々の職種 を悉 にみてい くことに しよ う。
ま ずkeeper .}ヰ辞 書 で は""Themaninchargeoftapping.andstoppingablastfurnaceandof'
thegeneralmanagementoftheforeparしsometimesusedloosely;thedutiesvariedfromplaceto
place"10'
と説明されてい るが,表2で は出鉄工と訳 しておいた。ただし表2の 職種の訳語は仮に付 けたもので
あ り,誤 り,不 適 当な訳語 も多 々あ ると予 想 され る。 ところで33名の グルー プには3'名のkeepersが
P
お り・1週 で 莚 べ23日働 い た 。従 っ て おそ ら く.2人のkeepe≠が8(urns(8days)働い た と推 定 され
,
る。それ故,1日 に2回 働 いた こともあった。週 の賃金総額15ボン ド8シJン グ9ペ ンス を23日で割
る と,1日 当 りの賃:金は13シリ'ング5ペ ン スとな る。 震た そめ月の賃金 総額63ポン ド12シ・リング10ペ
ンス を,他 の週 も同 じ労働 日であ ると仮定 し,'23x4で割 る と,1日 当 り賃 金 はほぼ同額 の13シリン
グ10ペンス と計策 され る(表2参 照)。従 っ.てヒの額の水準が お よそ標 準的な1日 の賃金 で あ った。
さらに平均的な週 の賃 金を計算 する と,5.3ポン ドとな り,こ れが平均 的週給 とい うことに なる。19
世紀前半の製鉄労働者(成 人男工)の 賃金は,h把 に言 って週1ポ ン ドとされているので∫ 当時 と
比べ て名 目賃傘 は5倍 くらい増大 している ことに な る。次 に,slaggers(スラ グ係)'1≠主 に層ヌラグの
高炉 か らの取1し を行 なっていた と考 え られ る.。人数,労 働 圓ともkeeperと同 じであ り,「1人当 り
労働 日も標準的 と判 断 され る7。7口で あるが;'1日当 り賃金 は10シリン グ程度 とkeeper』よ りやや低 く
「 「 .
keeperより下 位 の職 種 とい うこ と にな ろ う。helpersは文 字 通 り助 手 で あ る が,slaggers'と賃 金,労
働 日とも全 く同一 であ る。chargers(装入係)は 鉄鉱石等 の高 炉への装入 を担 当 し,keepersとほぼ同
じ賃 金,労 働 日 で あ る。cokechargers(コー クス 装 入 係)は コー クス の 装 入 を担 当 し,'この 週 は労 働
周が3名 で21醸と標準の23口よ り少 ない こともあ り,週 賃金は9ポ ン ド16シリング2ペ ンス と比 較的
少 な い 。1日 当 リ賃 金 も約10シ リン グ とkeepersやchargersに比 べ る と低 く,slaggersや'helpersと
同格 と思 わ れ る。 次 のminefillersとorefiller:であ るが,筆 者 が これ まで 研 究 し て ぎ た他 の 資 料 で
は"mine"と"ore"はほ ぼ 同義 で あ り,従 っ てminefil聖e∫sとorefillersがどの よ うに異 姦 っ てい る
のか は詳 らかでは ない。 どち らも鉱石充填者 と訳 しておいたが,ク ラ レンス製鉄 所 の場 合,・orefillers
は極 め て補助 的 であった こ とは確か であろ う。 なぜ な らその刃 の合計賃金 が1ポ ン ド17シリン グと大
変 少 な く・ ま た 員 数 外 と さ蘇 ・・るか らであ 凱mi・ ・fill・・sは これ}・対 してk・ ・p・S,・h・・gersとi司
格 と考 え られ る。次のcokefillers(コー クス充填係)は コー クスの補充 を行 な っていた と想像 され,
賃 金 はchargersとcokechargersの中 間 一1人 当 り週 賃 金 は4.6ポ ン ドー に位 置 し てい る。
brakesmen(制動手)の 仕事 の中味 は よく解 らないが,賃 金 は週5ポ ン ド弱 と比較的高 い。weighers
は文 字通 り計量 が仕事 であ った と思 われ,1日 当 り賃金 は7シ リン グ2ペ ンス,・週賃金 は'2.8ポン ド
i.
と,最 も高 いkeepersやchargersの5.3ポン ドの 半 分 く らい で この 部llElの正規 のll職種 の 中略 は最
も低 い。
♂'.己,
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表2 クラレンス製鉄所労働者の賃金比較 一
i口当賃金α 1日当賃金ゐ 7人当週賃金・ 1人当週労働 口
出 銑 工 13.5 13.10 5.3, 7.7
スラグ係 9.8 10.0 3.8 7.7
助 手 9.8 1010『 3.8 7.7・
装 入 係 1`'.0・ 13.9. 5.3. 、,7.7
コー クス装 入係 9.4 10.7 3.7 7.0
鉱石充填係 12.3 13.4 5.1 7.7
鉱石充填係.
コークス充填係 ・11.5 12.'0 4.6 7.7
制 動 手
、
12.3 13.0 4.9 7.7
i
計 量 係
一 ■
7.2 7.2 2.8' 7.7'
,
銑鉄運搬係 10.6 ■ . 二二L一r一 一 一 一一 」一
.・合 計rI 10.11 .11.2
.、
4.5. .7.6,
ス.ト ヴ係 ,、 10.6 10.7 4.0 7.7
ボイ ラー係 1α4 11.1 2.1 3.8
i
送風エンジン係 8.9" 9.0 2.8・
翫 ,
6.1
鉱石破砕係 11.0 2.9 5.21'
構i合 標 ・ 11.9 2.3 3.8
「
労務者一クセイ等
'鋳 型 工 7.11 4.9 12.3
・8時 間 , 11.6 G.8 11:8'
雑役 係 9.7. 0.9. 1.91'
ノ
銑鉄在庫係 1C.3 o.8
コ
「
破 砕係
・銑 鉄床 クレ門 ン係
輸送用 クレーン係 4.o 4.6
現場監督 12.11 4.0 6.1'
.置場 ・スラグクレーン係 .r一 一 曹一 一 一一 一
製鉄合計
'
10.9 2.4 4.5
一 一
・ス ラグ処理係 11.8 4.5 7.7
スラグ取鍋注油係 6.8 2.6一 一『 7.7一
製鉄総合計 2.9
蒸 気 部
現場監督 12.9 4.4 'r.0
運 転 係 11.8 3.6 6.1
「
火'夫 10.3
'3
.1 6.1
修 理 係 9.1
清 掃 係 ?.2 3:4一 一 9.6一一 一
合 計 3.G
総 合 計 3.3
出典:表1に 同じ。
備考=Rl月.8日 に終 わ る週 め賃金 〈Furnace:hook)を労働G(days)で割 った額。.δ1月29肩に終 る4週 澗'
分の賃金(totalfoimonth)を労働BX4で 割 った額:。α,aとも単位 はs.d.・4週間分の賃金 を労働
者 数(men)×4で割 った1人 当 り週 賃金。単位は£。
一88一 一
第27巻第1一号・1988`F正0月
炊 に"smelting"部門 で あ る が,C.(cokeorcoalの略 か2)stoves(ス トー ヴ係),bollermen(ボイ
P
ラ」 係),・blastengihe蔓nen(送風 エン ジン係)の3職 種は送 風 エシジ ンに関 連 した職種で あ ろ う。c.
stovesは10シリン グ強の1目 当 り賃 金 であ り,コ ー クス装入 係の賃金 に近 い。労働 日も週 に7.7目と
標準 であ る。 これ に対 してボイ ラー係 は1日 当 り賃金は11シリング前後 とやや高 い方 であ るが,週 労
働 口が1人 当 り3・8目と標 準の半分程度 しか な く,1人 当 り週賃金 は2.1ボン'ドとweighers・よ りもな
お 低 い状 態 に あ る。 全 体 的 に この 部 門 で は週 労 働 日がboilermenの3.8日,gantrymen(構台 係)v>3.8
日,sundry(雑役 係)の1.9日 とか な り労働 同の少 な い職 種が あ る。一方,労 働 日が週 に12.3目,
11:8日と比較 的多い職 場 も目につ く。労働 日が極端 に少 ない場合 の解 釈 には二通 りあ る。7つ は,実
際 に労 働 日数 が少 な く・,』従 って 支 払 われ る賃 金 も週 に2.1ポン ド,29『3ポン ド,0.9ボ ン ・ドと少 な か ら・
た場 合・特 に最後 のsundryのケー スは これ だ けの賃金 しか も らわなか った可能性 も・あ、る が,週 に'
0.9ポン ドではあ ま りに安か ろ う。 ただ し,未 成 年者 の場合 が あ り一うる。第 二 の解 釈は;めoilermen,
gantrynle11の場合,8番 高炉 だけではな く,2番 高炉 など他の高炉 の作 業 を手 伝 っていた こと・も考 え
られ る 。 そ の 場 合 に は 労働 βが か な り増 え るの で,boilermen,gantrymen'の賃 金 は2倍 程 度 に な って
い た の で は な か ろ うか 。 次 のscarrersもよ く:解らな い職 種 で あ る が,"onethatshav皇sb!emishes",
(WebsterlsThlrd'111terna亀io皿alDlctionary)とあ る こ とか ら判 断 す る と,1金属 の 仕 上 ・補 整 を行 って
いた と推測 され る。1日 当 り賃金は13シリン グ と比較 的高いが,労 働 日が5.2日 と少 ないので週賃金
は2.9ポ ン ドと低 くな って い る。gantrymenは,ギ ャン トリー(構 台)の 操 作 を して い た が,既 に述 べ
た よ うに週 労 働 日カミ3・8日と少 な い た めscarrersと同 じ く週 賃 金 は2.3ポン ドと低 い 。9次ゐ"labourers"
の 中 の"sweeping""8hours"はどの よ うな作 業 を し て い た の か 見 当 が .つか な か った 。 これ らは
sundry(雑役 係)と 合 せ・ 臨 時 的 な 仕事 では な か った か と思 わ れ .る。.ただ し"8hours"・1まユ 口当 り.
賃金が11シリン グ6ペ ンス と比較 的高 く,ま た労働 日は11.、8yと多レ}Qで1人 当P.週賃 金は6:8tン～
ドと全 体 を通 じて最高 であ るOζ れ に対L'て"sundry"は週 労 働 日が 斗.c日と極 端 に少 な く,従 って
週:賃金 は0.9ポン ドと極 めて低 い。 これは次のmetalstockmenも同様 で1日 当 り賃金は16シリング
3ペ ン ス と1最高 で あ るが,労 働 日が少 な い た め に 週:賃金 は .0.8ポン ドと・低 い 。,gigbedcrane(銑鉄
床 ク レー ン係)1ま銑鉄 を クレー ンで運搬 する係 と思 われ る。b耳eakerm"11は一応 破粋係 と訳 したが,
仕 事 の 内 容 は不u}」で あ る。 両 者 と も員 数 外 で あ る。transportercrane(運搬 用 ク レー ン係) .はそ の 名
の通 り運 搬用 クレー ンの操作 をしてい た と考 え られ る。但 し,週 当 り労働 日は4.6と やや少 な4・。
次に"foremen"であ るが,非 常 に意外 であ ったの は普通 「職 長」 と訳 され てい る この職 の賃金 が あ
ま り高 くな か った こ とで あ る。7名 い ぐ∫ore甲enの1口 当 り賃 金 は12シ リン グ11ペン ス とkeepers,
し
・hard・・s,min・f・u・・s,b・ak・・m・nより低 ・・晦 ある.ま た労働 晒 坦 躍 動 烹7脚 ぬ ・
臨
の で実際 の週賃 金は4ポ ン ドとkeeperの5.3ポン ドと比べ てかな り低 い0.この こ とは蒸 気機関部 の
㌔ ・em・㎡'}・っ・・Zもあて}ま る・(森羅 繍 の:f・・e画 の聡}蛸 脚 が7白 どや轍 ・痂 ,
}5
4.4,13ンド1・な っ てV・る。)1890年代 の や は り北 東 部 の 鯛 企 業 ボ・ゆ ウ、・帰 一 ンB・1・k・wV・ugh・
祉 を分 析 したD・L・ バ ー ン(Burn)め研 究 で'は,.foremenの賃 金 は189?年に1唱10シ リシ ゲ,『ユ891年
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にはlX15シ リン グで あった11)。この事 実か ら判 断す ると,foremenの賃 金は あま り変化 していない
● ■ ■ ■
ことが判 る。た だ し1890年頃の製鋼部 門労働者 の賃 金は時間給 の場合3シ リン グ強(wagepershift
の賃金 で,ク ラレンスの"day"と同 じ と考 え られ る),出 来高給 の場合 は6シ リン グか ら7シ リン グ
であったので,製鋼部門と製銑部門とい う違いはあるが,およそ賃金は2倍 程度にはなっていた。(製
鋼 は製銑 よ り一般 的 に賃金 が高か った と推 測 され る)。に もかか わ らず,正oremenの給与 は1890年代
と比較 して横 這かせ いぜい微増 に留 ま って いるゆ 。 これ はfo童emenの地位 が後 退 した こ と を物語 っ
てい るの だろ うか。
ス ラ グ部 門 はslagtippers(スラ グ処 理 係)と .slagladleoilers(スラ グ取 鍋 注 油 係)と も標 準 的 な
労働 日.であ157.7日働い てい るが,後 者 の賃金 は1日 当 り6シ リング8Aン ス,週 賃 金が2.6ポン ド
と最 も.安い部類 に属 していた。
最後 に,・蒸気機 関 部は全 体1で53名いるが,2名 のforemenがこの部 門 を統 括 して い る と思 われ
る。driver(運転係)は 貨車 等の運転 をしてい る と推 測 され る。.fircmenは文字 通 り火夫 で あろ・う。
"repairs".め労 働 日は24'/,日とか な りあ る の に人 数 が 明 記 され て お らず ,員 数 外 とな っ てい る 。 これ
ば週 に よケ(仕 事 量 にカ・な りの変動 が あ ったた めに員 数外 とな った ので はなか ろ うか。 ち なみ に7ノ,日
とい う意 味は,1日 当 り8時 間労働 の ところ を7時 間 働 いた と理 解 できる。3/8日で あれ ば3時 間 とい
.う こ と に な る 。' .1ド.・
「 、
皿,結 び
.・乙}1・
:以上 を纏 め ると
,1927年1,月の クラレ ンス製鉄 所で は,労 働 日は週 に7。7日(7.7シフ ト)が 標準 で
あ り・,'賃金 ラン ク はkeepers,chargersの1日当 り13シリ ン グ を頂 点 に,こ れ とほ ぼ 同 じ レ ヴ ェル の
minefillers,brakes血enが高 給 職 種 をな し,・次 い で12シ リン グか ら13シ リン グ のforemellが続 き,以
下cokefiller,driverなどの 職 種 が連 な った 。 ま た 中 位 の職 種 と し て は,10シ リン グ近 辺 にslaggeエs,
helpers,cokechargers,c.stove,firemenなどが あ り,下 位 職 種 と し て は1目7シ リン グ程 度 の
weigher,leaner;slagladleoilerがあ った 。 従 っ て,賃 金 格 差 は 上 位 職 種 と下 位 職 種 で2倍 程 度 とい
うこ・とに な る。 さ ら に こ れ らの 職 種 以 外 に も,週 労 働 向が 著 し く少 な いboilermen,gantrymel1など
の 職 種 が あh:さ らに"labourers'と呼 ば れ る 中 に"sweeping""8hours"などの週:賃金 の 高 い職 種
も存 在 していた。
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4)J・n6s,"Me6srs.脱HI≧r・thers",PP.59-64.
o
.・5)・BeUBrothers'DirectorsMinutesNo.1(1873),depositedintheNorthernReglomlRecor(1sρentre6f
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theBritishSteelCorporation。
6)C.Wilso匹,"lsaacLo、vthianBell".
7)Be!lBrothers,i¥一1illuteBook,No.1(NewSeries).
8)Wilso11,"lsaacLow吐hianBell",
9)DormanLongCompany,sDirectrosMinutes,No.5March13,1923.
10)W.K.V.Gale,The',・o〃&520811',読,∫〃ッ,ノ11:)'ぞ〃o〃ρ,ッρゾ7初 フη∫(NewtonAbbot,1971),p.119.
11)D.LBurn,77ie銑o〃o〃 ～,c〃 お ω,ッofsleet〃 ～α差,〃ぎ,1867_193g;/1.5,,κ1」,,,～Co〃ψ8,～,,α♂(CIlmb.
1940)pp.126-3ia11(1142n.なお拙稿 「イ ギ リス型 経営組織 め陥 穽一 鉄鋼企 業ボル コゥ ・ヴォー ン社の
トップ ・マネ ジ メン ト組織 」(『経営 論集』32巻2号,199年),64一一65頁参照 。
12)同 上参照。
'追 補
ク ラ レ ンス 製 鉄 所 の1927年の賃 金 台 帳 を分 析 し,成 稿 した 後,LadyBeh,flt〃～6、γo'総'AStudy
ofaM々 〃～φ ～`々`r〃～97bzσ〃,1907(reprinte(11985)カミ1907年の や は り クラ レン ス 製 鉄 所 を描 い'てい
るこ とに気 づいた。 そこで この著:書を用い て若干 の補 足 お よび訂正 をす る こ とに したい。
上 記 の 本 は,LowthianBe]1の息 子 でBellBrothersの経 営 を 引継 い だThomasHughBell(b.
1844-d.1931)の夫 人 で あ るFlorenceBell.(b.1851-d.1930>がク ラ レ ン ス鉄 製 所 の 労 働 者 お よ び
その家族の生活を書き記 した本である。この本は製鉄所それ一自体の経営や作業の叙述 を目的 としたも
の で は な い が,そ の 中 の1章 に"TheProcessofh。remaking"と題 す る 章 が あ り,同 製 鉄 所 に お け
嘲
る労働者の作業について詳細 に説明している。従 って,賀 金台帳に現れた職種に関 しても恰好の知識
を与えてくれ るのでこれ を参照 しつつ,改 めて当時の製鉄工程の作業について説明を加え,合 せて若
干 な りとも1907年と1921年の ク ラレンス製鉄所 の賃 金比較 を行 うこ とに したい。 ・
「
まず 同書 に よる と,鉄 鉱石 の処理 を中心 とした生産 の流 れ は図 の よ うに描 くことがで きる。'.Mines
(鉄鉱 山)でminers(鉱 夫)に よ っ て採 掘 され たironstoneは,製鉄 所 に 運 ば れ て くる と,'Gantry
と呼 ばれ る構 台の上 をtrucks(貨車)でKiln(焼 結炉)ま でgantrymen(構台係)に よって運搬 さ
れ る。蜜ntrymellは鉄 鉱石 を焼結炉 に入れ,石 炭 で燃焼 させ る。炉 内の鉄鉱石 は次第に炉底 のhopper
に下降 してい くが,』この時 にscarr(鉱石塊)が 太 き過 ぎて炉内の流 れが円滑 で な い 場 合,scarreオs
(鉱石 破砕 係)に よって焼結 鉄鉱石(calcinedironstone)は小 さくされ,通 過 し易 い状態 にされ る。
次 い で,barめws(二 輪 手 押 車)に 載 せ られ た鉱 石 は,mine-fillers(鉱石 充 填 係)に よ って.Blast
Furnaceまで運ばれ るが,途 中でweighmen(weighers)(計量係)に よ って重量が適正 か否か の検
査 を受 け る。mine-fillersによ って 運 ば れ た鉱 石 はchargers(装入 係)に よ って高 炉 に 装 入 され る。・
(通常,鉄 鉱 石 と コ ー クス は 各 々6barrows,石 灰 石 は3barrowsで1組(round)と され る)。・高
炉 で は,boiler,engine,stovesを使 って熱 風(hotblast)が送 風 され る。 この 作 業 を担 当 して い る の
が,賃 金 台 帳 に'出 て き たboilermen,c.stoves,blastenginehienであ ろ う 。
高炉 の炉頂 ・(tOP>から装入 され た鉄 鉱石 は下降す るにつ れ て 欽 とスラ グに変化 ・:分離 してい くa.'
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図 クラレンス製鉄所の作業 G90ア年)
設 備 原 料 労働 者 L
Mines ironstone miners
l ,
Gantry 9a!1trylnen'
1
Kiln calcilledironstonescarrers
(hopper) 1
mine-tillers
BlastFurnace 1一・…1一…
(tOP) chargers
i/＼/＼ keepers Slaggers
(hearth}pigiron Slag(helpers)
1 lsla9-tippers
Pig-Bed metal-carriers
(sow) i
' stevedores'
river-side (stowers)
;『 匠・:1
.段1↓1廷:LadyBcll,/1`theΨ・ゆ'z13"め,fガ α Mイ'π卿 ・'"癖9
了マoτσ'2(1907,repr董nted1985),chap.II.
、..備 考:G・ 聴t・y.(墓・nt・ym・n)から Pig一理d (metal-carrier)享で が.
Worksの範 囲内。鉄鉱右 を中心にし, コ ー ク ス, 石灰石,
・.'.ま た製鋼 用銑鉄は別 である。製鋼用銑鉄は P韮9-Bcdに 入 ら.,
ず,,.1・dleq夜鍋) で溶銑の奪ま製鋼所 (5teelw・・k )へ運ば
れ る0
∈
下部 のDearthでは上 か らスラ グが,下 か ら銑鉄 が tap(出銑) され る6 ζの出銑 作業 を行 うのが,・
furnacekeepers(出銑 工)で あ る 。 高 炉 か ら出 銑 され た銑 鉄 は, plainwhitesandでで き たpig-bed
'・(銑鉄床).に導かれ る。銑 鉄床 のsow (thetransverseandlongerchannels)でpigsは徐hに 冷 却
され;「湯」か ら固体に変わる。冷えた銑鉄は metal一一carriers.(銑鉄 運 搬 工) に よ っ てstock=yard.(銑
鉄 置場)か,あ るいはtrucks・で製 鉄所 の外 に運 ばれる ・:さらに・ クラレンス 製鉄所 に隣接している
港,・.PortClarenceで.stevedoresと呼 ば れ る積 み 降 し労 働 者 に よ って銑 鉄 は船 積 み され,日 的 地 へ と
輸送 され る。一方,ス ラグはslaggers.やslag-tippersによ っ て処 理 され るC以 上 が,鉄 鉱 眉 を 中心
に考察した製鉄所の基本的な作業である。, 9
この 他 に,."shgps"と呼 ば れ る作 業 所 が あ り,
'そぐで は labourers・と呼 躍 れ る人 々が 働 い て ヤ、た 。
そ の 中 に は,.joiner:,moulders,pattern=makers.などの職種や 日雇い(ρsailorfittergangがい た0.
moulder:は,"themouldefmakesthemoulds117whichtheironwillbecastformaking}piecesof
τnachinery　と説 明 され て い る。 とこ ろ で, 賃 金 台 帳 に あ った ・labourersの 中 のsweepingであ るが,
W,K,V.GaleのTみ θ.加'～a〃dSteelIred'`∫"y.一A.Dノ`∫わ 即':yげ7セr〃LS に よ る と,sweepingに
関 してその もの ズバ リの説 明はないが, Sweepmoulding=Loammouldingとし て∴"Mouldingina
・
m磁ureofsand,day,strawand■ 「horsemanure.brothe批bi貸4er"とい ラ説 明が あるので,sweeping
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はmoulder(鋳型工)を 指 してい るの ではなか ろ うか。(表2の 職名 は,Bellの本 か ら判 明 した事 柄
を基 に 訂 正 され て い る)。 また,sailorfittcrgan9は,F`practicallyoddmen,someofwhomhavein
rea里ity・beensailors,andwhodoanyr三99孟ngupof・ ・anyξhingincidentaltllathaPpellstobe
necessary"と説 明 され て い るの で3sundryに ほ ぼ等 しい 表3ク ラ レンス製鉄所 の週 賃金(1907年)
と 考 え ら れ る 。 ち な み に ・pattern-makers}ま,ひな 型 工,・furnace -keepers'50酎60
joinersは建 具工 と訳 すこ とが で きよ う。cha「9e「s30～40
weighmen糸 勺20
以 下,各 職 種 に つ い て今 少 し:原文 を引 用 して お く 払 ・ mine.fillers42
gantrymenは1``Thedaily.workoftheganfryman,whoscarlers30～40
standsontheplatformattheIopofthekiln ,istosupe一 蓼ant「ymen・40卍52・5
,冒 ■一 一 一 一 一 冒
rintendthe'calciningoftheironstone一 式o,,tofeed,with23(boys)10以 曽ド
…1・h・ ・kilni・・dw}・i・h・hei・・・…n・h・ ・b・en`tipped'・・ 煕
。1*1:課
scarrers}ま,``whostandsonarnorablewoodentrestle,398(・ 〃)20.30
abouttheheightofthebo重tolnofthehoPper,andbreaks410(")30～40
235(〃)40～60
・pthe1・mpby・hm・ ・1・ghi・b・・i…th・ ・pe・i・9・・til58(
")6。N8。
thelumpissmallenoughtocomethrough".mine-fillersは4(〃)80以 上
1270**"th
ecalcined1T・nsこ・ne,now・fadullredco1・ur,drawn
…f・ ・m・h・h・PP・ ・i・ …h・11・wi・ ・nbarr・1VS,… 購:Bell
*mo,臨 撫:ks,chaps.1]・皿 ・
wheeledfromthekilntotheliftoftheblast-furnace,20**原 文 の ま ま 。 実 際 の 計 算 で は,1274
単位はシリング。
to30yardsoff,byamancalleda`mine-filler.'"charger
につい ては引用 を省 略す るが,結 局 その役 割 は18世紀 か ら19世紀前半 のbridge-stocker(炉硬玉)の
作 業 内 容 に 近 い と考 え て よ か ろ う。 一 方,furnacekeepersはす で にGaleの 説 明 を引 用 した が,Bell
の 著 書 で は"Tobea`furnace・keeper,'andresponsiblefortllefurnacebeinginabsoluteworking
order,1;oneofthemostresponsiblepostsattheworks"と解 説 さ れ て お り ,極 め て 重 要 な 職 で あ
る こ とが 判 る 。bridge-stocketに対 比 的 な,か つ て のstock-taker(炉前 工)の 後 身 な い し は そ れ とほ
ぼ同一 の職能 を果 していた と思 われ る。
さて最 後 に,1907年当時 の クラ レンス製鉄所 の賃金 が挙 げ られ てい るの で それ を見 てお こ う。 まず
賃 金形態 で あるが,基 本的 には時 間給,3交 代制 が原則 であ った。 た だし,metal・carriersなどは,
``do
notworkontheelght-hourssh董ft:theyworkuntilthejobtheyhaveillllandisdone……the
menarepaidaccordingtotheamountofirontheycarry"で あ},出 来 高 給 で あ っ た こ と が 判 る 。
ま た9・ ・t・ym・nは,"w・ ・kseith・eighth・ursad・Y…i・h。ursad。y,acc。 。、li。gt。th。、hin,
forthegantrmallonlyhastwoshifts117theday"であ っ たQ
職 種別賃金 に関 しては6種 類 ほ ど挙 げ られ てい る(表 参照)。furnacekeeperは週 に50シリングか
ら60シリン グであ り,1927年のそれ は106シリン グであ った ので,1907年の賃 金 は半分 強 とい う所 で
あろ う。従 って1907年か ら27年までの20年間に賃金 は2倍 弱 ほ ど増加 した こ とにな る。chargersは30
,
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～40シ リン グ とkeeperよ りか な り低 か った が,1927年に は106シリン グ とkeeper'と同額 で あ り」 従
っ て20年間 に2.5^一3倍も賃 金:は上 昇 した こ とに な る。weighcrsは1907年の20シ リン グが56シ リン グ
に・な っ てい るの で3倍 近 い 上 昇 で あ る。minefillerは42シリン グか ら102シリン グ へ と約2.5倍ほ ど増
加 したCs(ゑrrersは30～40シリン グか ら58シ リン グ へ と1.5倍か ら～2倍 程 度 と上 昇 幡 は や や 小 さい 。
gantrymenは1927年には46シ リン グ と,1907年の40-52.5シリン グ とほ ぼ 同 水 準 に 留 ま って い る 。 こ
のように各職種の上昇率は様々であ り,職種の重要度が変化していることを窺わせる。
また,賃 金 の平均水 準は30シリング前 半か ら60シリン グ台 へ とほぼ倍増 したこ とが判 る。 さ らに表
では,・賃金別 の人数 も挙げ られてい るが,こ こか ら判 るこ とは,U・ysは別 に して も11907年の高給
職 と低給職 の給与 格差が20シリングか ら80シリン グと4倍 近 くあった こ とであ る。1929年の それは約
2倍であったので,こ の20年間に現場労働者の給与格差は明 らかに縮小傾向にあったと言えるであろ
う。 この 事 実 は,keeperとchargerの差 が1907年に は か な りあっ た の に対 し て,1927年に は全 く同
水 準にな って いるこ と,ま たminefilletの賃金 もkeeperのそれ に接 近 した ことか らも縮小 傾向が
存 在 していた と昼 われ る。
・(あド えつお)
ロ 」
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